
- -41

事業区分：河川・道路、直轄補助連携 施策分類：安全で安心できる地域づくり

一般国道３９９号 茂庭バイパス（福島県福島市）事 業 名
も に わ ふくしま

（平成１６年度完成供用）

事業概要 福島県では、摺上川ダム建設（国直轄事業）にともなう道路付替工事と連携を
すりかみがわ

図り、福島市飯坂町茂庭地内の幅員狭小等隘路区間の解消を目的としたバイ
ふくしま いいざかまち も に わ

パス整備を進めています。

この事業により一般国道の交通の円滑化が図られるとともに、新たな観光地と

しての期待も高い摺上川ダムへの観光ルートとして、さらには周辺観光施設との

相乗効果により地域活性化が期待されます。

平成１６年度は、全線２車線供用を目指します。

位 置 図

写 真 等

上空から見たＲ３９９茂庭バイパスの状況

（起点側から終点方向を望む）
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

阿武隈川上流（浜尾地区）床上浸水対策特別緊急事業事 業 名
あ ぶ く ま が わ は ま お

（ ） （ ）福島県須賀川市 平成１６年度完成
す か が わ し

阿武隈川沿川は、平成１０年８月末の計画高水位を越える洪水によ事 業 概 要
あ ぶ く ま が わ

り、全半壊家屋２４０戸、浸水家屋３，７８１戸にのぼる甚大な被害に見
舞われました。

阿武隈川ではＳ６１年，Ｈ元年，Ｈ３年、Ｈ１０年と頻繁に水害が発

生していますが、堤防の未整備区間や堤防断面の不足さらには漏水

等弱小堤防も多く残されており、ポンプ場などの内水排除施設の整
備も遅れています。

そこで、下流部の水位の低減を図るため、阿武隈川の上流部に位

浜尾地区に「床上浸水対策特別緊急事業」により遊水地置する
は ま お

を整備し、平成１６年度の完成を図ります。

＜事業内容＞

用地国債

下流の洪水被害を軽減します事業効果等

平成１０年８月末洪水氾濫状況 遊水地並びに築堤等による整備効果

浸水戸数 １８７戸 浸水戸数 ０戸
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

改築事業（宮城県津山町、豊里町）事 業 名 旧北上川分流施設
きゅうきたかみがわ つやまちょう とよさとちょう

（平成１６年度完成）

北上川河口より約26.０km上流の地点で旧北上川へ分流している現在の事 業 概 要
きたかみがわ きゅうきたかみがわ

鴇波洗堰、脇谷洗堰・閘門は、建設後70年間が経過した施設で、現在の水準
ときなみあらいぜき わきやあらいぜき こうもん

では安全性や機能が不十分となっています。そこで、現在の分流施設は土木

技術の黎明期に設置された貴重な土木施設であることから、歴史的文化遺産

として動態保存し、新規分流施設として水門２基を設置します。

このため、北上川下流域の治水安全度を向上させるために、平成８年から

「特定構造物改築事業」により旧北上川分流堰の改築に着手しており、

、「 」 、平成１６年度は 鴇波水門建設工事 及び関連する堤防の進捗を図り
ときなみ

事業の完成を図ります。

＜事業内容＞

鴇波水門 １式 築堤 Ｌ＝40m

事業効果等



事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

事業名

事業概要

位置図

写真等

　　　　　完成イメージ図

最上川
もがみがわ

水系直轄砂防事業　赤
あか

砂
すな

第七砂防堰堤（山形県大蔵村
おおくらむら

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年度完成）

　銅山
どうざん

川
かわ

流域赤
あか

砂
すな

川
かわ

では、地すべり性崩壊が発生しており、下流域での土砂

災害の危険が非常に高いため、銅山川流域の土砂災害被害を軽減するため進

めていた砂防堰堤の整備を、平成１６年度に完成させます。

　○堰堤型式　　　　鋼製格子枠スリット

　○堰堤高　　　　　１４．５ｍ

  ○土砂整備効果量　１５８，３００ｍ３

上流域の崩壊状況

赤砂第七砂防堰堤

銅山川流域赤砂川
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

事業名

事業概要

位置図

写真等

最上川
もがみがわ

水系直轄地すべり対策事業　黒渕
くろぶち

地区地すべり（山形県戸沢村
とざわむら

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　（平成１６年度完成）

　黒渕
くろぶち

地区地すべりは直轄管理河川の最上川
もがみがわ

に隣接しており、地すべりが

発生した場合、戸沢村
とざわむら

蔵岡
くらおか

地区は勿論のこと、その土砂が最上川本川を閉

塞させ二次災害を招く恐れがあり、また重要交通である国道４７号が地す

べり地内を通過することなどから、地すべり対策（排水工、抑止杭工な

ど）を緊急的かつ重点的に実施してきたところであります。対策工の進捗

により地すべりの挙動が安定しているため、平成１６年度に直轄事業とし

て全国で初めて完成させ、地すべり災害の防止を図るとともに山形県に事

業を引き継ぎます。

前の川第三砂防堰

最上川 至　酒至　新庄

黒渕地区地すべり区域

国道４７号

地すべり対策工の例
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

事業名

事業概要

位置図
写真等

阿武隈川
あぶくまがわ

水系直轄火山砂防事業　須川
すかわ

第一砂防堰堤（福島県福島市
ふくしまし

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年度完成）

　須川
すかわ

流域上流部には、吾妻
あずま

山
やま

の火山噴出物が広く分布し、上流荒廃地から

の流出土砂に伴う洪水氾濫により、福島市
ふくしまし

在庭坂
ざいにわさか

・
・

桜本
さくらもと

地区をはじめ須川流

域が土砂災害被害を受
う

けています。

　平成１６年度は、土砂被害の軽減のため進めていた砂防堰堤の整備を完成

させます。

　○堰堤型式　重力式コンクリートスリット　　○堰堤高　８．５ｍ

　○土砂整備効果量　　１０，１００ｍ3

須川第一砂防堰堤

須川流域上流部
の荒廃状況

桜本地区

↓福島市街地

在庭坂地区

須川流域氾濫想定区域

磐梯吾妻スカイラインへ通じる
県道福島吾妻裏磐梯線

吾妻山↑

吾妻小富士

磐梯吾妻スカイライン

一切経山

須川
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

事業名

事業概要

位置図

写真等

　　　　　完成イメージ図

　八幡平
はちまんたい

山系直轄火山砂防事業　　橋場安栖沢
はしばあずまいさわ

床固　　（岩手県雫石町
しずくいしちょう

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年度完成）

　橋場
はしば

地区安栖沢
あずまいさわ

は土石流危険渓流であり、雫石町橋場地区の橋場小学校、

橋場保育園などの災害弱者施設、国道４６号及び人家１０戸が土砂災害の危

険にさらされています。

　平成１６年度は、土砂災害被害を軽減させるため進めていた床固の整備を

完成させます。

　また、床固の施工にあたって発生する木材及び間伐材を型枠に使用し、周

辺景観との調和を図ります。

　○構造　重力式
じゅうりょくしき

コンクリート（木製残存型枠使用）

　○堤高　１号床固
とこがため

 ４．０ｍ　　○土砂整備効果量　１，２００m3

橋場安栖沢床固
（２号床固・完成）

橋場安栖沢床固
（１号床固）

橋場小学校

橋場保育園

国道４６号 人家１０戸

氾濫想定区域

安栖沢

安
栖
川
　
↓
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事業区分：河川、直轄事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

事業名

事業概要

位置図
写真等

　八幡平
はちまんたい

山系直轄火山砂防事業　生保内川
おぼないがわ

遊砂地
ゆうさち

　（秋田県田沢湖町
たざわこまち

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年度完成）

　生保内川
おぼないがわ

は、昭和３５年８月の集中豪雨により、上流荒廃地からの流出土

砂に伴う洪水氾濫が発生し田沢湖町
たざわこまち

中心部の生保内地区は壊滅的な被害を受

けています。

　平成１６年度は、生保内地区をはじめ生保内川流域の土砂災害被害を軽減

するため進めていた砂防設備の整備を完成させます。

　○堰堤型式　重力式コンクリート（大暗渠堰堤
　

・床固工・水制工）

　○堰堤高　　８．５ｍ　　 ○土砂整備効果量　　　４７９，２００ｍ３

前の川第三砂防堰堤

昭和３５年８月災害（ＪＲ田沢湖線被災状況）完成イメージ図

田沢湖町生保内地区

秋田新幹線（ＪＲ田沢湖線）

生
保
内
川

国道４６号

至盛岡

国道４６号
至秋田

田沢湖町役場

生保内川遊砂地
（大暗渠砂防堰堤）

床固工

水制工

　　　　　S35.8　氾濫地点

　　　　　S35.8　氾濫区域
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事業区分：河川、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

沼川都市基盤河川改修事業（青森県青森市）事 業 名
ぬまかわ あおもりし

（平成１６年度完成）

、 、事 業 概 要 沼川は青森市東部に位置し その下流域は市街化区域となっており
ぬまかわ あおもりし

防災上重要な位置を占めています。しかし、これまで一部現川なりに

手は入っているものの、ほとんどが未改修のままで、豪雨融雪のたび

に氾濫を繰り返していました。

このため、青森市は昭和６２年より一定計画に基づく改修を行い、

流下断面の拡大、流路是正によって、洪水被害の防御を図ってきまし

た。

平成１６年度は、築堤、護岸工（ともにＬ＝１４２ｍ）の実施によ

り完成させます。

位置図・

写真等

出水状況（平成１１年１０月２８日）

位置図
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事業区分：河川、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

宝 川準用河川改修事業（秋田県秋田市） （平成１６年度完成）事 業 名
たからがわ あ き た し

事 業 概 要 準用河川宝 川は一級河川太平川にそそぐ河川ですが、流下能力が小
たからがわ たいへいがわ

さいため住宅地や農地などにおいて、たびたび浸水被害が発生してい

ました。

これらの浸水被害を解消するため、昭和 年度から改修事業に着手60
してきました。

平成１６年度は、築堤及び護岸（ともにＬ＝４４ｍ）を実施し完成

させます。

位置図・

写真等

準用河川宝川改修事業　Ｌ＝1，100ｍ

宝川

主要地方道秋田北野田線

太平川

秋田自動車道　秋田中央ＩＣ
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事業区分：河川、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

（ ）（ ）事 業 名 宇多川床上浸水対策特別緊急事業 福島県相馬市 平成16年度完成
う だ が わ そ う ま し

事 業 概 要 宇多川は、相馬市の市街地中心部を貫流し、松川浦を経て太平洋に
う だ が わ そ う ま し まつかわうら

注ぐ二級河川です。本河川は、ＪＲ常磐線付近において特に流下能
じょうばんせん

力が低く、平成元年以降６回の浸水に見舞われています。

特に平成元年の台風１３号では、床上浸水３０４戸、床下浸水４１

０戸の浸水被害に見舞われました。

これらの被害解消のため、河川の掘削や築堤等を行い、河川断面を

拡大し、流下能力の向上を図ります。

、 、 、 。平成１６年度は 掘削 護岸 県道付け替えを実施し完成させます

位置図・ 浸水面積 浸水家屋

写真等 着手前 ３２．３ｈａ ３０４戸

着手後 ０ ０

▲平成元年浸水実績



- 52 -

事業区分：砂防、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

（ ） （ ）事 業 名 大只越の沢通常砂防事業 岩手県釜石市 平成１６年度完成
おおただのこしさわ かまいしし

事 業 概 要 大只越の沢は釜石市の市街地に位置する土石流危険渓流です。保全
おおただこしのさわ かまいしし

対象は人家１１４戸のほか裁判所等の官公署や、災害弱者関連施設で

ある明法幼稚園も含まれています。釜石市は平成１４年７月の台風６

号による豪雨により土砂災害が発生し、甚大な被害を被った地域でも

平成１６年度は、砂防えん堤を完成させます。あり、

〔事業概要 ・事業期間 H13～H16〕

・事業内容 砂防えん堤 １基

位置図・

写真等
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事業区分：砂防、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

滝川通常砂防事業（福島県国見町） （平成１６年度完成）事 業 名
たきかわ くにみちょう

事 業 概 要 滝川は県都福島市に隣接し、ＪＲ東北本線の藤田駅や東北自動車道
たきかわ ふくしま とうほくほんせん ふ じ た

国見Ｉ．Ｃ等があり利便性が高い地域であり、周辺では担手育成基盤
く に み

整備や民間宅地開発が行われています。しかし、土砂災害に対する安

全度が低いことから、住宅開発を含めた住宅供給可能地の安全度の向

平成１６年度は、護岸工 Ｌ＝２００ｍ（うち特治 Ｌ上を図るため、

＝１８０ｍ）を完成させます。

事業着手 昭和６３年

事業概要 護岸工 全体Ｌ＝１，６６０ｍ

通常砂防事業 Ｌ＝８５０ｍ

住宅宅地基盤特定治水施設等整備事業(特治)Ｌ＝８１０ｍ

位置図・

写真等

平面図 開発が進む国見町

宅地の開発状況 平成１４年７月１６日（台風６号）災害

滝川
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事業区分：砂防、補助事業 施策分類：安全で安心できる地域づくり

仲丸地区特定緊急地すべり対策事業（山形県西村山郡朝日町）事 業 名
なかまる に し む ら や ま あ さ ひ ま ち

（平成１６年度完成）

事 業 概 要 平成 年 月 日に融雪に起因し幅 、長さ にわたり14 3 19 130m 250m
。 、地すべりが発生し県道・送電施設・耕地等に被害が及びました また

地すべり直下の猿田沢川に土砂が流出した場合、甚大な被害が予想さ
さ る た ざ わ

れる為、災害関連緊急地すべり対策事業で対策を実施してきていまし

特定緊急地すべりた。その災害フォローとして集中的に実施してきた

対策事業を平成１６年度に完成させ、同地域の土砂災害の解消を図り

ます。

〔事業概要 ・事業期間 H15～H16〕

・事業内容 地すべり対策工 １式

位置図・

写真等




